
（
人
々
へ
の
高
い
放
射
線
地
帯
で
の
生
活
、
事
実
上
の
強
制
）

第
１
次
安
倍
政
権
で
は
憲
法
の
「
平
和
主
義
」
を

改
正
し
、
ア
メ
リ
カ
と
一
緒
に
海
外
で
武
力
行
使
の

で
き
る
国
に
日
本
を
変
え
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
て
い

た
。
そ
の
た
め
に
法
律
の
制
定
、
改
正
が
な
さ
れ
た
。

た
と
え
ば
「
改
憲
手
続
法
」
（
憲
法
改
正
国
民
投
票
法
）

を
制
定
し
、
「
日
本
国
憲
法
」
を
改
正
す
る
た
め
の

国
民
投
票
の
手
続
法
を
整
備
し
た
。
自
衛
隊
法
が
改

鐸
正
さ
れ
、
自
衛
隊
の
海
外
で
の
活
動
が
「
本
来
任
務
」

Ｆ
弾
蕊
や
羅
哉

Ｔ
｝
最
近
の
安
倍
自
民
党
政
権
の
動
向

そ
れ
が
、
つ
く
り
だ
す
文
化
（
精
神
）
は
右
翼
ナ

蒋
集
２
民
衆
遥
編
す
安
倍
政
権
に
ど
う
対
抗
す
る
か

安
倍
政
権
下
で
の
憲
法
状
況

速
さ
れ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
の
だ
か
ら
。

し
い
数
の
被
害
者
た
ち
の
生
活
と
命
の
破
壊
で
あ
る
。

が
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
準
備
に
よ
っ
て
さ
ら
に
加

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
（
排
外
主
義
）
で
あ
り
、
お
び
た
だ

飯
島
滋
明

な
こ
と
で
あ
る
こ
と
に
同
意
し
た
。
日
本
政
府
は
教

育
や
広
報
に
よ
っ
て
日
本
に
愛
国
心
と
自
衛
の
た
め

の
自
発
的
精
神
が
成
長
す
る
よ
う
な
空
気
を
助
長
す

る
こ
と
に
第
一
の
責
任
を
持
つ
」
こ
と
を
ア
メ
リ
カ

と
約
束
し
て
か
ら
、
自
民
党
は
「
愛
国
心
」
教
育
を

推
進
し
て
き
た
。
「
愛
国
心
は
国
防
の
基
礎
」
と
の

考
え
か
ら
、
「
我
が
国
と
郷
土
を
愛
す
る
」
（
２
条
５
号
）

な
ど
の
規
定
が
挿
入
さ
れ
た
「
教
育
基
本
法
」
の
改

正
も
そ
う
し
た
流
れ
の
延
長
線
上
に
あ
る
。
第
２
次

安
倍
政
権
で
も
同
様
に
、
ア
メ
リ
カ
と
一
緒
に
海
外

で
武
力
行
使
が
可
能
に
な
る
国
に
日
本
を
変
え
る
こ

と
が
目
指
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
ア
メ
リ
カ
と
の

軍
事
協
力
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、
日
米
間
の
意
思

疎
通
の
円
滑
化
が
目
標
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
表
れ

が
「
外
交
・
安
保
の
司
令
塔
」
に
な
る
と
安
倍
首
相

が
位
置
づ
け
る
、
日
本
版
「
国
家
安
全
保
障
会
議
」
（
Ｎ

Ｓ
Ｃ
）
設
置
を
目
指
す
動
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
「
秘

密
保
持
は
極
め
て
重
要
な
要
素
に
な
る
。
海
外
の
Ｎ

Ｓ
Ｃ
と
の
情
報
交
換
の
前
提
に
な
る
」
と
し
て
、
「
特

定
秘
密
保
護
法
」
の
制
定
が
目
指
さ
れ
て
い
る
。
こ

う
し
た
安
倍
内
閣
の
目
的
は
、
２
０
１
３
年
７
月
別

日
の
「
防
衛
力
の
あ
り
方
検
討
に
関
す
る
中
間
報
告
」

や
、
２
０
１
３
年
ｎ
月
３
日
の
２
＋
２
で
も
確
認
で

き
る
。
岸
田
外
務
大
臣
と
小
野
寺
防
衛
大
臣
、
ア
メ

リ
カ
の
ケ
リ
ー
国
務
長
官
と
ヘ
ー
ゲ
ル
国
防
長
官
と

の
間
の
会
合
で
あ
る
２
＋
２
で
、
「
よ
り
力
強
い
同

盟
と
よ
り
大
き
な
責
任
の
共
有
に
む
け
て
」
が
発
表

さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
「
日
本
は
国
家
安
全
保
障
会
議

の
設
立
や
国
家
安
全
保
障
戦
略
の
発
表
を
準
備
し
て

い
る
。
さ
ら
に
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
の
問
題
を
含

（
あ
ま
の
．
や
す
か
ず
／
本
誌
編
集
委
員
）

長
す
る
事
が
最
も
重
要

１３

む
、
日
本
の
安
全
保
障
の
法
的
基
盤
の
再
検
討
、
防

衛
予
算
の
増
額
、
防
衛
大
綱
の
見
直
し
、
領
土
防
衛

の
能
力
の
強
化
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た

と
り
く
み
だ
が
、
「
ア
メ
リ
カ
は
こ
の
よ
う
な
努
力

を
歓
迎
す
る
」
（
厚
の
ご
目
の
ｇ
ｍ
目
の
⑳
葛
堅
８
日
＆

ｇ
の
の
①
の
昏
風
の
）
と
言
う
。
さ
ら
に
は
、
「
情
報
保

全
を
さ
ら
に
確
実
に
す
る
法
的
枠
組
み
を
構
築
し
よ

う
と
す
る
日
本
の
真
塾
な
る
努
力
」
が
「
歓
迎
さ
れ

る
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
Ｎ
Ｓ
Ｃ
の
設
置
や
「
特

定
秘
密
保
護
法
」
の
制
定
は
、
こ
う
し
て
ア
メ
リ
カ

と
の
約
束
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
他
に
も
防
衛
費
の

増
額
、
「
敵
基
地
攻
撃
能
力
」
の
検
討
や
「
武
器
輸

出
三
原
則
」
緩
和
の
動
き
な
ど
、
海
外
で
の
武
力
行

使
に
加
担
す
る
動
き
が
着
実
に
進
ん
で
い
る
。
海
外

で
の
武
力
行
使
に
積
極
的
に
か
か
わ
る
こ
う
し
た
政

策
を
安
倍
首
相
は
「
積
極
的
平
和
主
義
」
と
呼
ん
で

い
る
。
こ
う
し
て
安
倍
政
権
で
は
再
び
軍
事
大
国
化

が
目
指
さ
れ
る
。
ま
た
、
「
道
徳
」
の
教
科
化
や
、
「
国

家
安
全
保
障
戦
略
」
（
Ｎ
Ｓ
Ｓ
）
の
原
案
に
「
国
際
協

調
の
精
神
と
開
か
れ
た
形
で
の
国
を
愛
す
る
心
の
酒

養
」
を
盛
り
込
む
こ
と
で
「
愛
国
心
」
教
育
を
目
指

し
た
り
、
教
科
書
検
定
を
通
じ
て
歴
史
認
識
や
領
土

問
題
な
ど
に
つ
い
て
政
府
見
解
を
教
科
書
に
記
載
さ

せ
る
な
ど
、
教
育
を
通
じ
て
の
マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
を
進
め
る
動
き
も
依
然
と
し
て
継
続
中
で
あ

る
。
そ
れ
ま
で
ｎ
年
連
続
で
減
額
さ
れ
て
い
た
軍
事

費
も
安
倍
政
権
で
２
年
連
続
で
増
額
す
る
一
方
、
福

祉
な
ど
の
経
費
は
削
減
さ
れ
る
。
２
０
１
３
年
ｎ
月

過
日
、
生
活
保
護
費
の
抑
制
策
を
盛
り
込
ん
だ
「
生

活
保
護
法
」
の
改
正
な
ど
が
参
議
院
本
会
議
で
可
決
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ラ
ク
ヘ
の
ア
メ
リ
カ
の
武
力
行
使
に
よ
り
、
多
く
の

女
性
や
子
ど
も
、
老
人
な
ど
の
民
間
人
犠
牲
者
が
出

た
。
そ
し
て
現
在
で
も
勘
イ
ラ
ク
や
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
は
混
迷
状
態
に
あ
る
。
こ
う
し
た
現
状
を
見
て
も
、

武
力
行
使
が
平
和
を
も
た
ら
す
と
い
え
る
の
だ
ろ
う

か
？
そ
し
て
、
ア
メ
リ
カ
と
一
緒
に
武
力
行
使
を

す
れ
ば
、
一
般
人
の
虐
殺
に
加
担
す
る
可
能
性
が
あ

る
が
ｙ
そ
う
し
た
日
本
に
な
っ
て
も
良
い
の
か
？
・

海
外
で
の
武
力
行
使
を
目
指
し
が
軍
事
力
を
強
化
す

る
安
倍
政
権
の
「
積
極
的
平
和
主
義
」
は
、
か
え
っ

て
中
国
や
韓
国
な
ど
の
近
隣
諸
国
と
の
間
に
不
協
和

音
を
も
た
ら
し
、
東
ア
ジ
ア
の
平
和
を
損
な
う
も
の

と
な
っ
て
い
る
状
況
を
ど
う
考
え
る
か
。
さ
ら
に
は
、

た
と
え
ば
元
防
衛
省
幹
部
の
小
池
清
彦
氏
は
「
憲
法

改
正
を
議
論
し
た
ら
§
必
ず
現
在
の
憲
法
第
９
条
は

改
正
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
そ
う
な
っ
た
と
き

に
様
変
わ
り
す
る
。
や
が
て
徴
兵
制
へ
行
く
、
こ
れ

は
も
う
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
」
と
述
べ
て
い
る
。
元

防
衛
省
幹
部
の
竹
岡
勝
美
氏
も
同
様
の
主
張
を
し
て

い
る
。
防
衛
省
の
元
幹
部
が
海
外
で
の
武
力
行
使
↓

死
傷
者
↓
志
願
者
の
減
少
↓
徴
兵
制
と
い
う
状
況
を

危
倶
す
る
こ
と
を
ど
う
考
え
る
か
。

次
に
、
メ
デ
ィ
ア
で
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
「
特
定
秘
密
保
護
法
」
の
問
題
に
つ
い
て
も
紹
介

し
た
い
。
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
時
代
に
機
密
扱
い
さ
れ

て
い
た
「
ペ
ン
タ
ゴ
ン
・
ペ
ー
パ
ー
」
が
暴
露
さ
れ

た
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
対
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
事
件
」
で
、
ダ
グ
ラ
ス
判
事
は
「
政
府
の
秘
密
は
、

基
本
的
に
は
反
民
主
的
で
あ
り
、
官
僚
主
義
的
誤
謬

を
永
続
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
」
「
軍
事
秘
密
・
外
交

秘
密
を
保
持
す
る
こ
と
で
、
情
報
に
基
礎
を
置
く
代

表
政
治
を
犠
牲
に
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
わ
が
国
の
真

の
安
全
に
は
な
ら
な
い
」
と
判
示
し
て
い
る
。
こ
う

し
た
批
判
は
「
特
定
秘
密
保
護
法
」
に
も
あ
て
は

ま
る
。
「
特
定
秘
密
保
護
法
」
で
は
、
「
国
防
」
「
テ

ロ
対
策
」
な
ど
と
い
う
、
も
っ
と
も
ら
し
い
理
由
で
、

国
民
に
知
ら
れ
る
と
権
力
者
に
不
都
合
な
情
報
を

「
特
定
秘
密
」
に
指
定
で
き
る
。
そ
し
て
、
秘
密
を

漏
ら
し
た
者
や
秘
密
を
聞
き
だ
そ
う
と
し
た
者
に
は
、

最
高
加
年
の
刑
事
罰
が
科
せ
ら
談
れ
る
。
９
．
皿
事
件
、

以
後
、
ア
メ
リ
カ
で
成
立
し
た
「
愛
国
者
法
」
の
下

で
は
、
国
民
の
電
話
の
盗
聴
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

閲
覧
が
「
テ
ロ
対
策
」
の
名
目
で
行
な
わ
れ
て
い
る
。

日
本
で
も
、
自
衛
隊
に
よ
る
国
民
調
査
・
監
視
活
動

が
問
題
に
な
っ
た
こ
と
が
度
々
あ
る
が
、
自
衛
隊
に

よ
る
国
民
監
視
も
「
テ
ロ
対
策
」
の
名
目
で
行
な
わ

れ
、
「
特
定
秘
密
」
に
指
定
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
。

国
民
監
視
活
動
を
し
て
い
る
行
政
機
関
の
状
況
を
メ

デ
ィ
ア
に
告
発
し
た
り
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
国
民

監
視
を
し
て
い
る
行
政
機
関
の
取
材
を
す
れ
ば
回
最

高
で
ｎ
年
の
懲
役
の
可
能
性
も
あ
る
。
こ
れ
で
は
ま

さ
に
国
民
監
視
国
家
で
あ
る
。
安
倍
首
相
は
北
朝
鮮

や
中
国
の
秘
密
主
義
を
批
判
す
る
が
、
「
特
定
秘
密

保
護
法
」
の
よ
う
な
時
代
錯
誤
の
八
反
民
主
的
な
言

論
弾
圧
法
を
成
立
さ
せ
よ
う
と
す
る
安
倍
自
民
党
政

権
に
中
国
や
北
朝
鮮
を
批
判
す
る
資
格
が
あ
る
だ
ろ

う
か
。
ま
さ
に
安
倍
政
権
の
政
策
は
「
反
民
主
的

」
「
反
動
的
」
と
い
う
言
葉
が
当
て
は
ま
る
。
現
在
、

国
連
で
は
「
平
和
へ
の
権
利
」
を
国
際
法
典
化
し

よ
う
と
す
る
動
き
が
あ
る
が
、
そ
う
し
た
国
際
社
会

Ｆ
』
Ⅱ

〆
、
を
編
す
安
晋
政
に
と
う
対
す
る
厘
刀

さ
れ
て
い
る
。
ｍ
～
測
歳
の
人
が
医
療
機
関
で
支
払

う
目
己
負
担
額
の
２
割
へ
の
引
き
上
げ
や
、
国
保
料

の
上
限
を
２
万
円
引
き
上
げ
る
可
能
性
が
検
討
さ
れ

る
な
ど
、
医
療
、
福
祉
な
ど
の
分
野
の
予
算
削
減
が

進
ん
で
い
る
。

【
２
】
何
が
問
題
か

「
積
極
的
平
和
主
義
」
と
言
わ
れ
る
と
、
「
良
い
」

と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
本
当
だ
ろ
う

か
。
ま
ず
、
安
倍
政
権
は
何
の
た
め
に
集
団
的
自
衛
権

を
行
使
し
よ
う
と
す
る
の
か
。
孫
崎
享
氏
は
「
集
団

的
自
衛
権
の
行
使
は
、
日
本
の
安
全
と
は
ま
っ
た
く

関
係
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
す
で

に
日
米
安
保
条
約
が
存
在
し
、
日
本
本
土
を
ど
う
寺
．

る
か
と
い
う
こ
と
は
八
決
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。
集

団
的
自
衛
権
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
」
と
述
べ
て
い

る
。
で
は
、
な
ん
の
た
め
に
集
団
的
自
衛
権
を
導
入

す
る
の
か
。
結
論
を
言
え
ば
、
た
と
え
ば
イ
ラ
ク
戦

争
や
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
戦
争
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
が

軍
事
活
動
を
す
る
際
、
一
緒
に
武
力
行
使
を
し
た
い

か
ら
で
あ
る
。
た
だ
、
考
え
て
ほ
し
い
。
平
和
学
の

大
家
で
あ
る
ガ
ル
ト
ゥ
ン
グ
が
い
う
「
積
極
的
平
和

主
義
」
と
は
、
貧
困
や
搾
取
、
差
別
の
な
い
状
態
を

意
味
す
る
が
、
安
倍
首
相
の
言
う
「
積
極
的
平
和
主

義
」
と
は
そ
う
し
た
意
味
で
は
な
く
、
ま
さ
に
海
外

で
の
武
力
行
使
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、

ア
メ
リ
カ
が
「
テ
ロ
と
の
戦
い
」
な
ど
の
名
目
で
武

力
行
使
を
し
た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
や
イ
ラ
ク
に
は
平

和
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
か
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
や
ィ
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Ｆ
・

民
衆
を
幅
す
安
恥
一
に
と
う
【
，
皿
．

.』零:i・・

薄
ツボ

画
圃
ｍ
ｗ
屈
廊
”
脚
師
画
尤
唾
墾

の
動
き
に
逆
行
し
て
、
海
外
で
の
武
力
行
使
を
可
能

に
す
る
体
制
が
安
倍
政
権
で
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い

る
。
ア
メ
リ
カ
と
の
軍
事
一
体
化
の
た
め
に
Ｎ
Ｓ
Ｃ

を
創
設
し
、
ア
メ
リ
カ
と
の
情
報
共
有
の
た
め
少
政

府
に
不
都
合
な
情
報
の
隠
蔽
を
合
法
化
す
る
「
特
定

秘
密
保
護
法
」
の
制
定
が
目
指
さ
れ
る
。
海
外
で

の
武
力
行
使
を
目
指
す
安
倍
自
民
党
政
権
の
「
積
極

的
平
和
主
義
」
は
、
近
隣
諸
国
の
民
衆
２
０
０
０
万

人
、
国
民
３
１
０
万
人
も
の
犠
牲
を
出
し
た
、
日
本

の
侵
略
戦
争
に
対
す
る
反
省
に
基
づ
い
て
成
立
し
た

憲
法
の
平
和
主
義
と
相
い
れ
》
な
い
。
ア
メ
リ
カ
と
の

軍
事
的
一
体
化
の
一
環
と
し
て
成
立
が
目
指
さ
れ
て

い
る
「
特
定
秘
密
保
護
法
」
は
、
権
力
者
に
と
っ
て

都
合
の
悪
い
情
報
を
主
権
者
で
あ
る
国
民
に
隠
ぺ
い

す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
こ
と
で
、
や
は
り
「
平
和

主
義
」
や
「
国
民
主
権
」
に
反
す
る
。
さ
ら
に
「
特

定
秘
密
保
護
法
」
が
成
立
す
れ
ば
、
電
話
盗
聴
や
ネ
ッ

ト
の
閲
覧
な
ど
に
よ
る
国
民
監
視
が
可
能
に
な
る
な

ど
、
「
基
本
的
人
権
の
保
障
」
も
な
く
な
る
。
こ
う

し
た
政
治
を
認
め
て
よ
い
の
か
。
主
権
者
と
し
て
適

切
な
判
断
が
求
め
ら
れ
る
。

（
い
い
じ
ま
．
し
げ
あ
き
／
名
古
屋
学
院
大
学
准
教
授
）

や
な
ぶ
あ
む
ら

柳
父
章
著
「
翻
訳
語
成
立
事
情
」
（
岩
波
新
書
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１
９
８
２
年
）
を
読
ん
で
、
思
わ
ず
嘘
る
こ
と
が
あ
っ

た
。
の
。
ｇ
①
ｑ
の
翻
訳
語
で
あ
る
「
社
会
」
と
い
う

こ
と
ば
は
、
明
治
十
年
代
以
降
盛
ん
に
使
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
一
世
紀
以
上
経
つ
が
、
の
。
§
弓
に

相
当
す
る
概
念
が
な
か
っ
た
日
本
語
で
、
こ
れ
を

表
わ
す
の
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
「
相
当
す
る
こ

と
ば
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
背
景
に

の
Ｃ
Ｑ
①
ｑ
に
対
応
す
る
よ
う
な
現
実
が
日
本
に
な

か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
」
だ
と
柳
父
氏
は
書
い
て
い

る
。
そ
し
て
「
社
会
」
と
い
う
訳
語
が
造
ら
れ
定
着

し
て
か
ら
も
、
決
し
て
の
。
ｇ
の
噂
に
対
応
す
る
よ
う

な
現
実
が
日
本
に
存
在
す
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
で

は
な
い
、
そ
れ
は
、
今
日
の
私
た
ち
の
「
社
会
」
と

も
無
縁
で
は
な
い
、
と
続
く
。
仲
間
、
組
Ｔ
連
中
な

ど
、
狭
い
範
囲
で
の
人
間
関
係
を
表
わ
す
場
合
に
は

似
た
よ
う
な
事
実
が
見
出
せ
て
も
、
広
い
範
囲
の
人

間
関
係
と
い
う
現
実
そ
の
も
の
が
日
本
に
は
な
か
っ

た
。
の
。
ｇ
①
弓
と
は
窮
極
的
に
は
個
人
冒
昌
急
目
巴

を
単
位
と
し
て
互
い
に
交
流
し
あ
っ
て
作
り
上
げ
る

広
い
人
間
関
係
で
あ
る
の
に
対
し
、
日
本
に
は
身
分

と
し
て
し
か
人
が
存
在
せ
ず
、
「
国
」
や
「
藩
」
は

あ
っ
て
も
う
個
人
の
顔
が
集
ま
っ
て
作
り
上
げ
る

ｍ
ｏ
ｇ
の
ｑ
は
な
か
っ
た
の
だ
。
ま
た
、
冒
昌
ぐ
国
目
｝

が
わ
か
り
に
く
い
こ
と
ば
だ
っ
た
。
社
会
を
「
交
際
」

と
い
う
こ
と
ば
の
発
展
で
訳
そ
う
と
し
て
い
た
福
沢

ど
く
い
つ
こ

諭
吉
は
、
こ
れ
を
「
人
」
「
一
身
の
身
持
」
「
独
一
個

じ
ん人
」
な
ど
で
表
現
し
な
が
ら
、
日
本
の
現
実
を
「
権

力
の
偏
重
」
と
分
析
し
て
い
た
。
権
力
は
こ
と
ご
と

く
治
者
に
偏
り
、
そ
れ
は
被
治
者
で
あ
る
「
人
民
」

と
交
わ
ら
な
い
領
域
で
あ
り
、
根
底
に
は
「
交
際
」

の
単
位
で
あ
る
べ
き
、
独
立
し
て
自
家
の
本
分
を
保

つ
「
人
」
が
欠
け
て
い
る
、
と
福
沢
諭
吉
は
捉
え
て

い
た
。
権
力
者
が
こ
と
ご
と
く
「
顔
な
し
」
（
責
任
者

の
不
在
、
首
尾
一
貫
性
倒
根
拠
の
な
さ
、
全
体
主
義
な
ど
に

現
れ
る
）
で
あ
る
こ
と
は
、
現
在
も
変
わ
り
が
な
い

で
は
な
い
か
。
日
本
に
「
社
会
」
は
な
い
の
だ
９

フ
ク
シ
マ
の
事
故
か
ら
３
年
半
が
経
っ
た
。
私
は

「
な
に
か
私
に
も
で
き
る
こ
と
は
」
と
い
う
切
羽
詰
っ

た
気
持
ち
で
、
ド
イ
ツ
か
ら
の
情
報
を
翻
訳
し
て
提

供
す
る
よ
う
努
め
て
き
た
つ
も
り
だ
が
、
汚
染
水
問

題
、
「
除
染
」
と
い
う
名
の
茶
番
、
避
難
民
の
「
帰
還
」

強
制
、
最
悪
労
働
条
件
で
被
ば
く
を
重
ね
て
は
使
い

捨
て
さ
れ
る
原
発
労
働
者
、
実
行
さ
れ
ぬ
損
害
賠
償
、

「
風
評
」
と
い
う
ま
や
か
し
、
は
た
ま
た
被
害
者
も

被
害
地
域
も
見
捨
て
た
ま
ま
、
「
放
射
能
は
完
全
に

ブ
ロ
ッ
ク
」
と
嘘
を
つ
い
て
ま
で
獲
得
し
た
、
莫
大

な
税
金
が
投
げ
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
に
い
た
っ
て
は
、
絶
望
感
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
、

今
更
ド
イ
ツ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
点
を
批
判
す
る

気
に
も
ハ
ド
イ
ッ
で
の
反
応
を
紹
介
す
る
気
に
も
な

れ
な
い
で
い
る
９

」
事
故
後
か
ら
私
の
気
に
入
ら
な
い
の
は
、
日
本
に

い
る
人
か
ら
も
、
海
外
に
住
む
日
本
人
か
ら
も
、
「
日

本
は
外
圧
に
弱
い
か
ら
、
外
国
政
府
や
海
外
の
権
威

あ
る
団
体
に
訴
え
、
そ
こ
か
ら
日
本
を
非
難
し
て
も

ら
い
、
そ
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
よ
り
政
府
や
東
電
が

考
え
を
改
め
る
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
に
仕
向
け
て
ほ

し
い
」
と
い
う
要
望
だ
ｐ
藁
に
で
も
す
が
り
た
い
状

況
で
あ
る
の
は
事
実
と
し
て
、
こ
の
「
外
圧
待
望
論
」

は
、
単
な
る
「
他
力
本
願
」
、
人
任
せ
の
態
度
に
過
・


